




























































































































もっと便利に

いま進めよう特別区制度改革

もっと身近に平成3年

5/10 A 
区役所の代表電話は3812申7111〒112文京区春日1・16・21第1043-4号・毎月10・25日発行・集・企画館広績霞発行／東京都文京区

． 去る4月21日に行われだ区聾会撞員選

挙および区畏選挙の結果、区長lこは遺醸

正則氏ガ再選され、向こう4ft:問、引き
続き区政を担当していくことは怠りまし

た。

E安定、区担金属慣には、 別掲のとおり

40名の方々が区民の代表者として選出さ

れ、舎後4年間の担金活動に携わること
！こなりまし定。

る区長選挙終わ区議・
一遠藤正則区長が再選－

［ 区長選挙結果 （得票順） ｜ 
得票雲監

47,460 

13,633 

9.485 

区議会議員選挙結果 （棚 ） ｜ 

党派

無所属

無所属

無所属

候補者氏名

追越正則

筒井 良

鈴木博行

「
心
の
区
政
」
を

文
京
区
長

遠
藤

正
則

私
は
、
こ
の
た
び
公
選
区
長
と

し
て
五
た
び
文
京
区
政
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
心
の
ふ

。

。

． 計

平均

得事教

2,611 

2,510 

2 250 

2,232 

2.212 

2 .196 

2,192.076 

2,054 

1,928 

1,916 

1,902 

1,860 

1,802 

1,801 

1,757 

1,748 

1,734 

1,698 

1,671.923 

1,637.224 

1,602 

1,595.988 

1,584 

1,571 

1,564 

1,541 

1,519 

1.516 

1,509 

1.486 

1,431 

1,404 

1,377 

1,354 

1,346 

1,333 

1,320 

1,250 

1.201 

1,165 

1,068 

855.775 

563 

556 

305.011 

和H艮川
煙山

米沢

鈴木

白石

小竹
川口

西条
点村

伊藤

水口

樋悶

糸魚川
l高松

木喝

相手

楠山

飯間

川口

木村

金森

橋本

山間

小林

成沢

永井

斉間

関川

島元

佐藤

ヒ野
品田

今回
鹿倉

田口

戸川田

向野

村 lu 
鹿倉

J II t-t 
鋒川

木村

中 j字

国

橋本

〈逮〉少似点以下の－~隊、あん分による得，...で'110

自由民主党

自由民主党

日本共産党

公明党

自由民主党

日本共産党

公明党

自由民主党

自由民主党

公明党

自由民主党

公明党

自由民主党

自由民主党

公明党

自由民主党

自由民主党

公明党

日本共産党

自由民主党

日本共産党

自由民主党

自由民主党

日本共産党

自由民主党

無所属

民社党

日本共産党

日本共産党

日本共産党

民社党

日本社会党

自由民主党

日本社会党

日本社会党

自由民主党

自由民主党

日本社会党

日本共産党

自由民主党

無所属

無所属

無所属

日本社会党

緑の党

派党候補者氏名

次

力

男

吉

子

子

夫

治

平

宏

滑

広

彦

拳

介

樹

雄

治

控

郎

城

和

雄

進

修

子

一－一
孝

久

直

秀

・選惨筒累についての問い合わせは、 選参管理蚤員会•R~
Rtt331トfヘ

定

友

敏

紘

久

庄

昭

秀

修

勝

秀

荘

陣

正

康

子

夫

和

博

子

俊

祐

一
治

接

点

代

治

鼻

弘

畳

一幸

子

朝

千

長

広

富

宗

今

雅

秀

定

泰

字

房

英

裕

英

忠

佑

絵

政

4月21日の区議会議
員・区長選挙
ひとくちメモ

上段＝区議会議員選挙

下段（ ）内＝区長選挙

V投纂者敏｛人）

72,900 
(72,872) 

32,800 
(32.786) 

40,100 
(40,086) 

V投車率（%）

53.31 
(53.29) 

50.50 
(50. 48) 

55.86 
(55.84) 

男

女

男

女

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遍

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

遭

遇

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

区
民
の
皆
さ
ん
へ

ん
…
日
均
一
均
一
一
時
三
力
を
一
一
時
間
一
一
位
訂
純
一
一
M

の
山
崎
斗
十
七
勺
一
一
ド
堅

区
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
と
費
者
を
も
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
フ
ァ
ミ
リ
ー
届
を
対
象
と
し
た
区

「
心
の
区
政
」
を
基
本
理
念
と
し
、
み
続
け
ら
れ
る
文
京
区
を
築
い
て
民
住
宅
の
権
保
や
家
賃
助
成
等
の

一
党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
定
住
化
に
結
び
つ
く
諸
施
策
を
積

区
民
本
位
の
区
政
を
心
が
防
、
で
ま
た
、
区
政
の
最
大
の
目
標
で
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

き
る
限
り
広
く
区
民
の
声
を
区
政
あ
る
文
京
区
基
本
構
想
に
基
づ
く
ま
た
、
地
震

・
災
害
に
強
く
、

に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
心
の
ふ
れ
あ
う
み
ど
り
豊
か
な
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
、
み
ど

私
は
、
今
後
、
引
き
続
き
区
政
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
L

り
強
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
の
実
現
に
努
め
、
福
祉
低
・
保
健
衛
り
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

こ
の
方
針
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生
対
策
の
一
憎
の
充
実
、
住
宅
対
す
。

骨
骨
策
を
中
心
と
し
た
人
口
定
住
対
策
第
三
に
、
区
民
要
望
の
強
い
公

仰

の
充
実
、
女
性
対
策
の
充
実
、
門
会
堂
を
は
じ
め
区
民
施
設
を
併
設

少
年
の
健
全
育
成
、
中
小
企
業
の
し
た
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
建
設

長
興
、
消
費
者
の
保
護
、
緑
化
や
で
あ
り
ま
す
。
幻
世
紀
の
ま
ち
づ

災
事
に
強
い
環
境
づ
く
り
、
リ
サ
く
り
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
シ
ン

イ
ク
ル
の
推
進
、
歴
史
と
伝
統
を
ボ
ル
と
な
る
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

生
か
し
た
教
育
と
文
化
の
振
興
等
の
建
設
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化

の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
重
要
な
課
題
と
考
え
さ
て
、
幻
世
紀
が
近
づ
く
に
っ

て
お
り
ま
す
の
は
ま
ず
、
第
一
に
れ
、
国
際
情
勢
も
大
き
な
変
化
を

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
あ
り
ま
見
せ
て
お
り
、
圏
内
的
に
も
様
々

す
。
私
は
、
高
齢
者
が
長
年
、
住
な
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
お
り

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
の
あ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
経
済

る
生
活
を
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
情
勢
が
不
透
明
な
時
代
の
中
、
私

る
よ
う
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
能
力
を
生

ム
、
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
、
か
し
、
社
会
の
変
化
に
合
っ
た
的

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
等
の
整
備
を
は
じ
確
信
施
策
を
展
開
し
、
一
周
の
区

め
、
高
齢
者
住
宅
対
策
や
在
宅
サ
民
福
祉
の
充
実
に
最
大
限
の
努
力

1
ピ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
く
考
を
傾
け
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま

え

で

あ

り

ま

す

。

す

。

一第
二
に
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
区
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
解
と
ご
協
刀
を
心
か
ら
お
願
い
ゆ

人
口
の
定
住
対
策
は
、
区
の
緊
急
し
上
げ
ま
す
。

タ
ー
マ
出
喝
資
格
区
内
在
住

．
在
勤

・
在
学
の
凶
黛
以
上
の
未

婚

の

方

マ

賞

品

ミ

ス

文

京

（1
名
｝
、
恕
ミ
ス
文
京
（
2
名
）
を

ハ
ワ
イ
旅
行
に
招
待
。
出
場
者
全

員
に
記
念
品
を
贈
呈
マ
申

込
方
法

5
月
初
日
開

i
6

月
日
日
開
ま
で
に
区
民
課
、

各
出
張
所
、
各
町
会
会
長
宅

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、

3
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
を
添
え
て

区
民
課
ま
た
は
出
張
所
へ

狼
ミ
ス
文
京
に
は
、
ミ
ス
東

京
コ
ン
テ
ス
ト
決
勝
大
会
の

出
喝
資
絡
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

⑩
文
京
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
庶
民
現

地
続
振
興
係
）
附
哩
2
3
0

aa
τ
t
，p
p
 



2面

だ
さ
い
。
民
生
委
員
の
自
宅
に
は

「
東
京
都
民
生
寮
員
・
児
童
委
員
」

の
門
療
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
に
一
一

mの
ご
理

解
と
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
民
生
受
員
活

動
を
C
A
1
V
（
区
民
チ
ャ
ン
ネ

ル
）
で
も
般
映
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ご
自
分
の
地
域
の
担
当
民

生
委
員
が
不
明
な
時
は
福
祉
課
庶

務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気

z
d
p
k
u，札面‘．
F

担
，
量
舗
a
’F
、d’EdV
与
が
お

F
M加
も
，
L
岨，

a
 

F

a’
aup
ル章

、

F
奇．，
2

，

ー

白
山
三
丁
目
、
平
石
二
丁
目
、

大
塚
三

7
目
（
と
も
巳
一
郎
）

担
当
の
民
生
霊
買
・
児
童
餐

貫
ガ
変
わ
り
ま
し
定

4
月
1
日
付
で
島
村
長
子
氏

（
白
山
3
1
5
1
2）
官
制
8
0

7
7が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
や
家
族
の
努
力
た
り
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
が
起
3
た
と

き
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

⑨
福
祉
課
庶
務
係
肉
幽
2
5
0
2

t
g内
J

地
減
福
祉
の
向
上
巳

積
極
的
な
ご
協
力
を

育
協
首

D
き
さ

ν
D

ず
阿
止
闘
志
モ

A
U
＆
E
・4

、，，庁
U

A

古

J
日口

F

－一一－
日
E

園、
4
T
ヨl

「話
し
合
い
員
』
が
訪
問
し
ま
す

孤
強
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者
の
の
い
る
世
帯
⑤
重
度
の
身
体
障

方
に
話
し
相
手
と
伝
り
生
活
・
身
害
者
の
い
る
世
併
を
定
期
的
に
坊

の
上
な
ど
の
相
誠
に
応
じ
る
『
諮
問
し
、
事
故
の
伝
い
よ
う
安
否
の

し
合
い
員
L

が
訪
問
し
ま
す
。
確
認
に
努
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

話
し
合
い
員
は
、
①
ひ
と
り
暮
す
。
4
年
3
月
ま
で
は
、
次
の
方
々

ら
し
の
高
齢
者

＠
高
齢
者
の
み
が
担
当
し
ま
す
。
話
し
相
手
の
必

の
世
帯
③
家
族
の
方
が
勤
続
な
要
な

h
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ど
で
、
昼
間
、
高
齢
者
だ
け
に
な

⑩
高
齢
者
福
祉
喋
在
宅
サ
ー
ビ
ス

る
世
帯
＠
寝
た
き
り
の
高
齢
者
係
丙

2
5
1
3
1
4

我
が
困
は
近
い
将
来
、
世
界
に

例
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核

家
族
化
の
進
行
と
扶
養
意
識
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
地
減
住
民
の
社

会
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
恒
雄

多
織
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
背
録
の
も
と
に
、
こ
れ
か
ら

の
福
祉
諸
施
策
は
人
々
が
生
ま
れ

育
ち
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
な
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
が
車
製
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は
在
宅
福
祉
や
地
場
福
祉

活
動
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
行
政
だ
け
で
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
＠
そ
こ
で
我
が
国
独
特
の

民
生
委
員
制
度
に
よ
り
行
政
の
行

き
届
か
な
い
面
tv－
補
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
住
む
人
た
ち
の
協
力
が
な

け
れ
ば
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
の

地
進
、
充
実
は
望
め
ま
せ
ん
。
近

く
に
閤
っ
て
い
る
人
か
い
た
り
、

気
が
つ
い
た
問
題
が
あ
っ
た
と
き

は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
担
当
の
民

生
委
員
と
連
絡
を
と
り
合
っ
て
く

民
生
委
貝
は
地
域
の
中
で
生
活

に
困
っ
て
い
る
方
や
、
高
齢
者
、

心
身
障
害
者
、
児
車
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
方
々
の
相
談
に
応

じ
、
福
祉
施
設
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
会
紹
介
し
た
り
、
行
政
機
関
の

業
務
に
協
力
す
る
な
ど
地
域
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
場
福
祉

向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
地
培
福
祉
向
上
の

た
め
活
蹴
す
る
民
生
委
員
の
仏
柑

や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

で
す
常
円
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
従
事
し
た
り
関
連
す
る

行
事
に
参
画
す
る
と
と
も
に
地
域

の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
各
種

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
敏
老
週
間
を
中
心
に
高
齢
者

家
庭
を
訪
問
し
て
、
敬
老
金
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
届
け
る
の
も
こ
の

地
域
活
動
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
は
児
賞
委
員
も
兼
ね
て

い
て
、
児
童
問
題
に
関
し
て
も

様
々
な
活
動
を
し
て
児
童
福
祉
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
種
活
動
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身

上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
、
人
権
、

臼
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
ま

た
は
門
地
に
よ
っ
て
差
別
的
、
優

先
的
に
取
り
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
。
な
ど
と
民
生
委
員
法
に
基

づ
く
制
度
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
C
相
続
を

一穏
滅
相
識
露
島
内拶

機綴
vu減
量
編
ぬ
包

aa患
－U
信

行
政
主
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
意
見
・
要
望
・
苦
情
を
受
け
、
助

て
、
次
の
万
々
が
総
務
庁
長
官
か

Z
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を
行
い
、

ら
香
曙
h
p
れ

ま

し

た

。

問

題

解

決

の

促

進

と

各

機
関
の
運

山
但
彬
夫
氏
（
西
片
2
1
5
1円
）
営
改
替
に
賀
献
し
て
い
ま
す
。

三
園
正
眼
氏
（
白
山
5
l却
1
6）
マ
行
政
相
議
日
時
毎
月
第
1
月

前
川
富
士
子
氏
（
小
石
川
5

凶

曜

日

午

後
1
時
1
4時
マ

場

所

区
役
所
別
館
3
階
相
談
室
（
各
委

亀
苔
敏
子
氏
（
向
丘
1
1
M
l
m
m）
品
の
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま

行
政
相
談
委
員
は
、
区
民
の
皆
ず
）
。

8
ん
か
ら
困
の
機
関
や
J
R
－
N

⑩
広
報
県
一剛

T
T
－
公
庫
・
公
団
に
つ
い
て
の

民
生
委
員
は
担
当
地
域
の
把
症

に
は
積
極
的
に
努
め
て
い
£
ナ
が
、

す
べ
て
熟
知
し
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
何
か
の
事
情
で
困
っ
て

い
る
方
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

方
々
に
代
わ
っ
て
、
周
囲
の
方
々

が
履
か
い
手
を
ミ
し
の
べ
、
民
生

委
員
に
連
絡
し
て
く
れ
る
こ
と
が

「
地
属
の
福
祉
L

の
推
進
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
民
生
委
員
は
常

に
相
手
の
立
喝
に
立
っ
て
公
平
に
、

平
等
に
賦
意
を
尽
く
し
て
対
応
し

ま
す
。
気
が
つ
い
た
ζ

と
、
問
題

が
あ
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
気
軽

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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民
生
委
員
の
住
事

民
生
長
女
員
に
は
、
個
別
相
談
話

動
の
ほ
か
い
〈
つ
か
の
大
切
な
地

峨
活
動
が
あ
り4
ま
す
。
そ
の

一
つ

は
、
地
減
福
祉
の
中
犠
的
組
織
で

あ
る
社
会
福
祉
協
読
会
へ
の
協
力

~ ~ I霊爾
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1
i
3
 

齢
者
施
設
計
画
担
当
課
肉
咽

2
5

n
e
Q
6
・

何

4
R
u
n
e
p
o

耐
火
ま
た
は
、
簡
易
耐
火
造
り

1
棟
当
た
り
、
お
お
む
ね
5
戸
以

t
の
集
合
仕
宅
。

区
が
募
集
や
入
退
去
な
ど
の
管

理
を
し
ま
す
。

建
物
の
維
持
は

お
亀
た
の
ア

n，
ト
・
マ
ジ
シ
ヨ
ジ
奮

ま
奇
ご
と
信
り

t
wま’
v

部
屋
は

区
か
、
清
掃
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
保
守
な
ど
必
要
な
緩
持
管
理
を

し
ま
す
。

中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
場
合

－
戸
当
た
り
、
お
お
む
ね
別
ぱ

以
上
で
台
所
、
風
呂
、
ト
イ
レ
が

備
わ
っ
て
い
る
も
の
。

お
年
寄
リ
向
け
の
場
合

ー
戸
当
た
り

m
t却
ぽ
程
度
で
、

台
所
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設

備
が
あ
り
、
手
す
り
を
設
り
た
り

段
墜
を
少
な
く
す
る
な
ど
お
年
寄

り
向
り
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
。

資
金
計
画
・
税
金
な
ど

の
相
談
は

建
物
の
全
体
計
両
、
資
金
収
支
、

各
種
税
金
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

老
朽
化
し
た
ア
パ

ー
ト
の
慢
で
替
え
計

画
を
お
持
ち
の
家
主

さ
ん
、
相
続
税
や
将

来
の
老
後
資
金
に
あ

て
る
た
め
、
所
有
地

を
干
放
そ
う
と
し
て

い
る
地
主
さ
ん
、
ら

ょ
っ
と
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

区
で
は
、
住
宅
に

闘
っ
て
い
る
中
堅
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
の
方
た

ち
ゃ
、
ひ
と
り
ら

行
政
庁
｛
区
）
へ
報
告
す
る
こ
と

を
業
務
づ
げ
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
度
対
象
建
築
物
の
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
の
万
に
は
、

関
係
書
類
を
送
り
ま
し
た
の
で
期

限
内
に
開
発
し
、
報
告
書
を
左
記

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

が一
T
削
港
区
内
向
輸

2
1
日
l
凶

高
輪
明
光
ピ
ル
財
団
法
人
東
京

建
策
防
従
セ
ン
タ
ー
官
側
0
8
8

0
6
 
⑥
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
指
噂
・

助
成
伺
当
課
肉
幽
2
7
2
2

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

病
院
、
学
校
、
共
同
住
宅
な
ど
、

多
数
の
人
々
が
利
用
す
る
建
築
物

（
こ
の
よ
う
な
建
築
物
を
「
特
殊

建
築
物
L

と
い
い
ま
す
。
）
は
、
そ

の
老
朽
化
お
よ
び
遊
離
施
設
な
ど

の
不
備
欠
陥
か
あ
る
と
大
き
な
災

害
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
は
、
特

殊
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
、
設
備

な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
専
門
の
技

術
者
に
定
期
的
｛
l
年
ま
た
は
3

年
ご
と
｝
に
資
さ
せ
て
、
特
定

し
な
ど
の
お
年
寄
り
の
た
め

κ、

民
間
ア
パ
ー
ト
の
借
り
上
げ
事

r

金
始
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
民
間
の
個
人
ま

た
は
法
人
の
土
地
所
有
者
な
ど
が
、

新
築
ま
た
は
改
築
し
た
ア
パ
ー
ト

．
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
仕
宅

金
賃
貸
借
契
約
V
上
り
昆
が
借
り

上
げ
、
こ
れ
を
中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
方
た
ち
ゃ
、
ひ
と
り
暮
し
な

ど
の
お
年
寄
り
に
提
供
す
る
も
の

で
す
。

区ll'JJ:t1・管理h

税
制
上
は

一
般
の
賃
貸
住
宅
と
同
じ
く
、

不
動
産
取
得
税
・
固
定
資
産
税
・

所
得
税
・
相
続
税
な
ど
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

⑥
中
堅
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
住
宅
は

目
作
宅
政
策
担
当
課
向
剛
2
1
0

6
・
お
年
寄
り
向
り
住
宅
は
’
宵

賃
借
料
・
権
利
金
は

平成3年5月10日

区
が
建
築
主
と
の
契
約
に
よ
り
、

一
一
般
の
取
引
価
格
に
応
じ
た
賃
借

料
と
権
利
金
を
支
払
い
ま
す
。

の
一一一一一

建
物
は

入
居
者
の
募
集
は

． 

‘ 

． 

． 



平成3年5月10日

親ミ子で定乙渇げ

しませんか

仮
橋
区
荒
川
戸
田
橋
緑

マ
場
所

地マ
対
象
小
学
生
と
そ
の
保
産
者

液
晶
参
加
申
込

・
集
合
時
間
な
ど
、

詳
細
は
各
児
童
館
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

⑥
児宜
m

，、，円
4

児

係
凧
凶
2
4
1
1

を
持
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
生
け
塩
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
造
成
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

マ
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
①

樹
木
の
寓
さ
が
1
m
以
上
で
あ
る

こ
と
②
総
延
長
が
2
m
以
上
で

あ
る
こ
と
③
葉
が
相
互
に
触
れ

合
う
程
度
に
列
摘
さ
れ
、
か
つ
健

全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
＠
道
路

｛
一
般
の
通
行
に
利
用
さ
れ
て
い

る
私
遣
を
含

υ）
に
面
し
て
い
る

こ
と
マ
補
助
額
①
新
設
賢
用

t
I
m
当
た
り
1
万
円
②
新
設

に
伴
う
既
存
プ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
費
用
1
1
m
当
た
り
5
千
円

※
生
け
屋
造
成
計
画
が
あ
り
志
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑥
公
園
緑
地
課
緑
化
係
閣
幽
2
8

8
U
T
内

d

，、，
a喝

§
一ゐ
一之

倉
一一
mM

稿、
一砂
一忠
一寸

邸
一四
一寝
一件

泊
一一
実
一を

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
が
日
常
生

活
で
困
っ
た
と
主
、
協
力
会
員
か

そ
の
家
庭
に
出
向
き
‘
台
料
で
車

事
な
ど
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
食
事
や
身
の
回
り
の
世
話
②
衣

顎
の
洗
淵
や
縛
い
③
部
民
の
帰
除

＠
買
い
物
⑤
話
し
相
手
⑥
留
守
番

な
ど
利
用
で
き
る
の
は

印
歳
以
上
の
高
齢
者
、
間
害
者
側

で
、
日
常
生
活
に
闘
っ
て
い
る
方

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加

入
し
て
い
る
ご
主
人
に
扶
聾
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
で
、
初
歳
以
よ
印

歳
未
満
の
点
は
、
『第
3
号
被
保
険

者
」
と
し
て
、
必
ず
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
保
険
料
は

ご
主
人
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
制
度
が
負
担
し

ま
す
｝
こ
の
属
材
出
を
し
ま
せ
ん

と
、
将
来
年
金
が
減
ら
さ
れ
た
り

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
至
急
届
付
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

⑨
国
民
年
金
諜
適
用
係
岡
幽
2

4

年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

平
成
3
年
度
の
年
金
額
が
、
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
4
月
か

ら

U
%引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
額
は
次
唆
の
と
お
り
で
す
。

⑨
国
民
年
金
聾
給
付
係
倒
幽
2

4

ao－－－ 一一
一
・一m純情m
w

蝋一
同
一泊お河川回出苅

抑
協
一
則
W
一鈎

四
∞
沼
田
山
万
一
知
山

．． 
訴13.CXXJ
426,500 
g刀.500
7位制
欲)4.400

伊予7白卿
!IHZD・202.400
702.卿
E刀．蜘
7CTl..ぼ旧
制 .400

湖 .200

新年金額一覧（ 3~手 4 月 ）...・a I e 
5 毎年 金
何年寄金
剛’ ~. (1 級〉
)) (2級〉

由主f~ 盆（予1人｝

老舗.・g 重量
＇＂＇~重量日 級〉
J) (2級〉

遺麗筆健~i量（予1人〉

毛主’B福 祖t年金

． な
ど
利
用
（
協
力
）
料
金

1
時
間
側
円
交
通
貨
（
突

は
利
用
者
が
白
担

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

在
宅
福
祉
は
他
人
で
は
あ
り

家
せ
ん
。
皆
が
い
た
わ
り
助
付
合

い
、
健
康
と
拳
せ
を
誇
れ
る
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

憶
力
会
員
に
な
れ
る
の
は

出
践
以
上
の

H

サ
ー
ビ
ス
の
優
先

協
力
会
員
が
将
来
利
用
会
員
に
な

っ
た
と
き
は
、
協
力
会
員
と
し
て

の
実
細
に
応
じ
て
、
他
の
利
用
会

日
に
優
先
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

⑨
文
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
区

民
セ
ン
タ
ー
4
階
）
肉
幽

2
3
8

a
q
 保

険
料
の
納
付
が
圏
雛
な

方
は
免
除
の
手
続
き
を

第
1
号
被
保
険
者
で
所
得
税
と

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
な
ど
収

入
が
少
な
く
納
付
が
困
艦
な
方
、

ま
た
病
気
や
失
業
、
倒
産
な
ど
に

よ
り
納
付
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
方
は
保
険
料
の
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
震
を
体
験
で
き
る
地
質
体
政

車
と
煙
火
災
を
体
験
で
き
る
煙
体

験
ハ
ウ
ス
を
町
会

・
向
治
会
等
の

自
主
防
災
組
織
の
防
災
活
動
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

地
震
体
厳
姦

震
度
4
1
6
ま
で

の
地
震
体
験
を
通
し
て
、
地
震
発

生
時
の
防
災
対
策
に
役
立
て
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

h
フ
2
j
2
，d・J

法

煙
体
巌
ハ
ワ
ス

煙

の

性

質

と

火

（

O

ぺ

災
時
の
避
眠
時
方
法
を
身
に
つ
け
て

24JJ

Q
o
v
k
d

も

ら

う

も

の

で

す

。

／

℃

4
ム
二
’
H
仁
1

〈

耳
慣
防
災
訓
練
、
地
震
体
験
車
h
q
ど

同
に
｛

所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

免
除
に
な
り
ま
す
と
①
免
除
さ
れ

た
期
間
は
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
②

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
叩

年
以
内
で
あ
れ
ば
』
定
の
額
を
加

算
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
通
常
は
2
年
を
過
ぎ
る
と
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
）
③
免
除
さ
れ
た
期

間
の
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た

織
合
の
年
金
の
1

3
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
万
一
の
時
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
い
間
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
り
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。学
生
（

ma以
上
｝
で
加
入
し

た
方
は
、
親
元
世
帯
の
所
得
状
況

な
ど
に
よ
り
ま
す
が
特
別
に
免
除

基
準
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
方
は
未
納
の
ま

ま
に
し
な
い
で
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

⑨
国
民
年
金
課
保
検
料
係
同
国

2

aU1aqnutsns 

地
震
体
験
車
・
煙
体
験

ハ
ウ
ス
の
ご
利
用
を

． 
の
申
し
込
み
ゃ
、
防
災
に
関
す
る

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

⑨
防
災
課
開
制
2
3
7
1
1
2

平
成

2
年
度
保
険
料
の

納
付
は
済
み
ま
し
た
か

5
月
は
2
年
度
国
民
健
康
保
険

料
（
平
成
2
年
4
月
か
ら

3
年

3

月
分
ま
で
｝
の
整
理
期
間
で
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
宅
急
、
区
役
所
ま
た
は
出

張
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
財
産
の

控
し
押
さ
え
を
し
た
り
、
保
険
証

の
返
還
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
情
の
あ
る
方
は
、
早
自
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

徴
収
‘
庇
員
制
度

保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
て
い
る

方
の
お
宅
を
訪
問
す
る
徴
担
嘱
託

員
が
お
り
ま
す
。
ご
利
用
〈
だ
さ

⑩
国
民
健
康
保
険
課
収
納
係
両
側
一

2
4
2
9
・
滞
納
整
理
担
当
岡
岨

円

L
a品
τ
q
u
q
L

パ
ム
プ
1
ク
ヲ
プ
社
交
ダ
ン
ス
入
門

r口
時
6
月
2
日
1
9
M
S口

ω

毎
週
日
曜
日
（
会
時
四
｝
午
後
5
時

t
7跨
マ
湯
所
向
丘
社
会
教
書
H

範
な
ど

マ
対
象

un内
在
住
の
日

銀
以
下
の
方

マ
定
員
男
・
女
各

加
入
｛
組
閣
え
た
州
司
会
は
柚
畑
道
｝
マ

費
用
無
料

マ
申
込

5
月
n
H

水
盟
国
叡
室

マ
臼
時

6

・7
月
の
第
1
1
4火

瞳
臼
件
後

l
脇
町
鈎
品
川

3
1
時
刻
分

｛
会
8回－

v喝
所

千

石
n
n会

館
愈
倒
0
3
7
0

マ
対
象

U
F
内

在
住
の
満

ω緩
以
上
の
方
マ
由
化

員
・
申
込
先
着
初
名
ま
で
会
湯
に

て
電
話
ま
た
は
斑
緩
受
付
付
け
マ

怠
加
’
鍍
創
刊
｛
た
だ
し
患

・
す
ず

り
・
毛
緩
な
ど
倒
人
で

m
gす
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
時
吋
に
舵

認
し

τく
だ
さ
い
J

F

－
寿
会
館
富
手
首
局
室
合
側
6
7
2
4

第
五
回
文
京
区

ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ヴ
日
時
6
月
泊
日
田
午
前
9
時
吋
か

ら
マ
会
場
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

マ
対
畿
限
内
夜
住
・一在
勤
の
日
開
館

以
上
の
方
で
構
成
す
る
チ
l
ム

マ

鼻
血
需
チ

1
ム
敏

男
友
合
わ
せ
て

ω

チ

1
ム
マ
賞
用
保
倹
斜
1
人
初

円
マ
由
申
込
方
法

6
月
3
ロ
仰
ま

で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
7
1
・
総
合

体
育
館
の
窓
円
で
、
所
定
用
紙
に
選

手
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢聞
・
電
話
語

号
を
記
入
の
う
え
、
保
険
創
刊
金
添
え

て
Ha
申
し
込
み
〈
だ
き
い
・
マ
代
表

者
会
援
お
よ
び
審
判
鶴
賀
会

6
何

百
口
出
下
後
6
時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
会
舗
笠

｛代
漢
醤
は
必
ず
出

席
を
）
⑨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
g
酬

2
2
7

． 
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
在
記
へ

⑧－
T
W文
京
区
線
津

2
1
鈴

1
5
前

回
初
容
子
宮
糊
7
6
6
7

初
心
者
弓
道
敏
重

σ
口
時

6
月
l
H凶
i
m日
制
の

火
・
本
・
土
曜
日
｛
全
8
回
）
午
後

6
時
刻
分
1
8時
鈎
分
マ
喝
所
λ

ポ
1
ツ
セ
ン
タ
ー
マ
対
象
区
内

在
住
・
在
勤
の

m校
生
以
上
回
出
俊
以

下
の
万

V
定
n
m
w人
（
申
込
願
）

マ
費
用

2
千
円

マ
吻・込

5
月

お
日

ωま
で
に
直
祭
ま
た
は
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
B
F
l
g
刷

2
2
7
1

h

、－文
京
区
弓
道
連
盟
・
加
古
曾
制
l

q
4
h

”。d
ブ
ー
ル
監
視
員
募
集

マ
由
民
俗
ク
ロ
ー
ル
M
m
以
上
泳
げ

る
高
俊
生
以
』
1

の
t
H

｛
貧
絡
認
定
濁

也
会
金
終
了
す
る
こ
と
が
要
件
）

マ
動
車
制
崎
高
間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
、
夏
休
み
の
プ
1
ル
関

助成校

マ
報
酬

1
時
間
当
た
り
約

駒
内

vm初
会

un
別
表
｛
全

7
幽
）
マ
申
込

6
H
U日
同
t

で
に
直
緩
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
へ

！田町

~~；~ ． 
E置

内． ． ． 
ー

Jt B ブ
ー
ル
休
掴
の
お
知
ら
せ

ホ
入
れ
停
え
の
た
め
次
の
と
お
り

休
唱
し
ま
す
・

円
休
場
期
間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

E
5月
初
日
刷
W
3
6月
2
日
同
総

合
体
育
館
目
6
月
4
日
凶
1
6
R
9

U
H同
。
一
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
川
包
捌
2
2
7

1
・
鍵
合
体
育
館
包
倒
4
2
7
1



大
学
公
開
講
座

続
・
日
本
の
文
化
を
考
え
る

本
年
度
も
太
学
公
開
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
生
涯
を
通
し
て
学
び

続
け
た
い
と
い
う
思
い
や
、
生
活

に
多
面
的
な
聾
か
さ
を
制
り
あ
げ

た
い
と
い
う
願
い
を
、
少
し
で
も

実
現
す
る
犠
会
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

第
1
回
目
は
跡
見
学
園
短
期
大

学
と
の
共
催
で
、
昨
年
に
引
き
続

き
多
僚
な
視
点
で
日
本
の
文
化
を

考
え
ま
す
。

マ
日
程
一
別
表
マ
会
場

一跡
見

学
園
短
期
大
学
視
聴
覚
ホ
ー
ル

マ
定
員
間
人
（
申
込
顕
）
マ

費
用

無

料

マ

申

込

電

話

で

左
記
へ

⑩
社
会
教
育
課
生
涯
教
育
担
当

同
幽
3
1
4
9

文
京
の
文
化
財
を
訪
ね
て

文
京
に
は
た
く
さ
ん
の
歴
史
的

遺
産
が
接
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
巡
り
文
京
の
あ
ゆ
み
を
肌
で

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

6
月
日
日

ω午
前
8
時

加
分

1
午
後
4
時
加
分
（
区
役
所

集
合

・
解
散
、
雨
天
実
施
）
マ

見
学
地
駒
込
名
主
屋
敷
、
吹
上

神
社
、
大
塚
先
儒
基
所
、
撞
国
寺

月
光
慮
、
和
敏
襲
、
新
江
戸
川
公

園
、
文
京
ふ
る
さ
と
陛
史
館
、
旧

岩
崎
家
住
宅
、
本
郷
給
水
場
公
苑

マ
対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
成

人
マ
定
員
削
人
（
超
え
た
場

合

は

抽

選

）

マ

乗

物

パ

ス

マ
参
加
費

削

円

マ

申

込

往

復
は
が
き
に
『
史
跡
め
ぐ
り
希
望

住
所

・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

（
返
信
用
に
も
あ
て
先
｝
令
明
記

し、

5
月
幻
自
側
（
必
着
）
ま
で

釘~I~芝渉3平成3年5月10日

に
社
会
教
育
課
へ

滋
申
し
込
み
は
1
人
l
校
。
悲
運

通
知
を
5
枚
お
持
ち
の

H
は
優
先

的
に
当
選
と
し
ま
4
9
の
で
、
窓
口

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
〒
回
文
京
区
春
日
1
l
m
l
引

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

丙

3
1
4
1
1
2

和
風
庭
園

・
浮
風
庭
園

ど
ち
ら
巳
挑
戦
し
ま
す
か

マ
日
時

6
月
時
同
制
午
前
9
時

i
午
後
2
時

マ

場

所

国

会

前

庭
（
衆
議
院
懲
政
記
念
館
）

空
間
天
の
時
は
湯
島
社
会
教
育
館

で
静
物
を
描
き
ま
す
。

マ
講

師

洋

画

t奈
良
岡
正
夫
氏

ほ
か
4
名
、
日
本
画
E
車

問

光

氏
ほ
か

2
名

マ

対

象

区

内

在

住

・
在
勤
の
成
人

マ
定
員

洋

画
’

m人
、
日
本
画

t
却
人
（
先

着
順
）
マ
参
加
費

無
料

マ

画
材
パ
ス
テ
ル
類
、
油
絵
具
、

水
彩
絵
具
、
色
鉛
事
な
ど
自
由
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
マ
申
込

5

月
泊
日
働
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

⑥
社
会
教
育
謙
岡
閣
3
1
4
2

．，参..爾文学a・
合 目Ig 也

．見学．忠則夫参..
潤 沢 賢 之助

元”E学・蝿・穴，－
太田 僧太郎

··~·ヨE思夫参..
・ 図 ＠！！ ~ 

••?8量i"I夫参・.
・,a Ill・.

84"の開
俳句の参舗の隻ー

ジャ11<ネズリィ湾考

． 

学
習
に
ス
ポ
ー

ツ
に
・
・
．

思
鍍
き
応
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
「
講
座
ガ
イ
ド
L

私
た
ち
の
回
り
に
は
、
教
養
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
学
習
の
般
会
が

多
い
よ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や

教
室
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
こ
ん
伝
区
の
催
し
を

一
覧
に
し

た
冊
子
が
「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

1

文
京
区
の
講
住
ガ
イ
ド
ー
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
慨
し
の
、
内
務

・
時

間
借
・
会
場
・
時
期
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
度
版
を
区
の
各
施
設

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
n

⑨
社
会
教
育
課
生
経
学
習
担
当

内

3
1
4
9

荷風のfふらん~ti鹿4巳

見る江戸文化の~

第

1
回
取
温
・
俳
壇

作
口
∞
募
集

マ
応
募
方
法
は
が
き
1
枚
に
2

首
（
匂
）
以
内
。
ほ
か
に
種
別
（
歌

壇
・
俳
壇
の
い
ず
れ
か
を
明
記
）

住
所
・氏
名
（
ふ
り
が
な
｝

・年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
作
品
は
か
い
由
で
、
使
用
し

た
漢
字
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
ふ

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
締
切
一
6

月
ロ
日
制
（
必
者
）

⑥一

Tm文
京
区
春
日
1
1
崎

別

教
育
委
員
会
社
会
教
育
謀
文
化
係

同
幽
3
1
4
1
1
2

魅惑
のハ
ー
モ
ニ
ー

強
楽
の
書
き

マ
出
甑
東
京
コ
ン
サ
ー
ト

・
ス

ト
リ
ン
グ

・
カ
ル
テ
y
ト
（
弦
楽

四
噴
奏
団
）

ιv
曲

目

ア

イ

ネ
・
ク
ノ
イ
ネ

・
J
J

ハ
ト

・
ム
ジ

1
ク
ア
ン
ダ
ン
テ
・
カ
ン
タ
ピ

！
レ
／
魅
惑
の
宵
／
蹄
り
明
か
そ

う
／
ス
タ
l
ダ
ス
ト
ほ
か
マ
日

時

6
月
1

H∞
午
後
2
時
間
演

（1
時
却
分
開
場
）
マ
対
象

区
内
在
住

・
在
勤

・
在
学
古
（
乳

幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
｝
マ
定
員
訓
人
（
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

マ
申

込

往

復

は
が
き
1
枚
に
つ
き
2
名
（
同
4

家
族
は
5
名
ま
で
｝
住
所
・氏
名
・

年
齢

・
学
竿
（
返
伯
用
に
も
あ
て

先
）
を
明
記
し
、

5
月
沼
口
側
（
必

着
｝
ま
で
に
左
記
へ

⑨
一γ
山
文
京
区
大
壕
1
1
9
1
n

教

育

セ

ン

タ

ー

係
宮
御
1
5

‘，，．
・4

星
を
学
ぶ
会
〈
一
一
般
向
）

マ
日
時

5
月
同
日
∞
午
後
2
時

か
ら
約
1
時
間

マ
対

象

中

学

宅
以
よ
の
方
｛
小
学
生
以
下
は
保

za者
同
伴
）
マ
テ
l
マ

『
5

月
の
星
空
。
移
り
変
わ
る
四
季
の

星
座
L

V

定

員

出

入

マ

申

込
当
日
直
鯵
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

． 

必
ず
5
分
前
ま
で
に
お
い
で
く
だ

た
C

い。

マ
入
喝

無

料

⑧
教
育
セ
ン
タ
ー

g
制
1
5
7
1

料
理
教
室

夏
向
け
の
お
も
て
な
し
料
理

マ
日
時

・
3
凡
加
H
1
7
月
9
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
7
問
）
午
前

問
時
1
正
午

マ
場
所
湯
山崎計

会
教
育
館
（
湯
島
小
学
校
5
階）

マ
対
象
民
内
在
住
の
K
M

V

定

員
初
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
遺
）

マ
費
用

5
千
円
（
材
料
費
）
マ

講
師
団
口
道
子
氏
（
料
患
研
究

家）

V
巾
込
往
復
は
が
き
に

『料
理
教
宅
』
と
朱
脅
し
、
住
所
・

氏
名

・
年
齢

・
世
話
番
号
（
返
信

用
に
も
あ
て
先
）
を
明
記
し
、

5

け

Muω
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

湯
島
社
会
教
育
館
へ

宙
開
保
育
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お、

5
月
沼
日
側
は
午
前
9
時
却

分
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨一
T
川
文
京
区
渇
島
2

犯

M

描
品
担
金
教
育
館
告
側
0
7
4
1

高
齢
者
教
養
講
座

、
総
画
教
室
」

マ
期
間

6
月
6
H
1
7
・同
4
円

毎
週
木
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
2

時
1

4
時

マ
場
所
福
祉
セ
ン

タ
ー

マ
対
宗
区
内
在
住
の

ω

蹴
以

k
の
方

V
定

日

部

人

｛超
え
た
川
崎
合
は
他
遺
）

マ

伐

胤

1
千
削
円
｛
教
材
費
｝

マ

講
師
彦
緩
和
夫
氏
｛
洋
画
家
）

マ
内
容
草
花
の
水
彩
画
マ
申

込
往
復
は
が
き
に
、
教
室
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
唱
話
番
号

（
返
信
用
に
も
あ
て
先
）
を
明
記

し．

5
月
却
円
附
ま
で
に
左
記
へ

．
一寸
山
文
京
区
音
羽
1
l
m
l
M

福
祉
セ
ン
タ
ー
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

係
官
制
4
1
2
1
同
剛
灯

初

ω者
向
け
ヨ
ー
ガ
輸
銀
室

マ
日
時

6
月
3
日
4
3
7
月

n日

毎
週
月
曜
日
（
全
8
回
｝
午
後
2

時
1

4
時

マ
喝
所
制
祉
セ
ン

タ
ー

マ
対
象
区
内
在
住
・
在

勤
の

h

マ
定
員

お

人

（趨
え

た
場
合
は
州
選
）
℃
費
用
無

料

V
講
師
金
子
千
恵
子
氏

（
広
池
ヨ

1
ガ
研
究
所
講
師
）

マ
持
参
す
る
も
の
パ
ス
タ
オ
ル
、

手
ぬ
ぐ
い
、
運
動
靴

マ
申
込

往
復
は
が
き
に
、
教
室
名
・住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
世
話
醤
号
（
返
仏

同
に
も
あ
て
先
）
そ
明
記
し
5
月

引
日

ω
（必
着
）
ま
で
に
左
記
へ

⑩
一T
拙
文
京
区
音
羽
1
l
u
l
M

福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
官
開
4
1

内
J
L

．‘，．経
営
実
務
講
座

ゐSテーマ

~－· 暗号
車立のJI(ィン
トと・...承
継問策

’事

5回1回目。
写後6時
～8跨

目
⑩
経
済
課
商
工
極
興
係
岡
酬
2
3

リ

J
丹

4
第
羽
田
園
芸
教
室

マ
日
時

6
月
6
日
開
・
7
日
樹

午
後
1
時
初
分
：
3
時
泊
分

マ

場
所
大
塚
公
園
集
会
所

マ
対

象
区
内
在
住

・
在
勤
で
2
日
間

出
席
で
き
る
方
マ
定
口
利
人

｛
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
マ
内

容
①
熱
帯
花
木
の
育
て
万
②

園
芸
よ
も
や
ま
語
、
間
芸
相

d

v講
師
水
野
義
行
氏
（
園
芸
研

究

家

）

マ

費

用

無

料

マ

申

込
往
復
は
が
き
に

寸園
芸
教
室

希
望
」

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
返
信
用
に
も
あ
て
先
）
を
明
記

． 

し、

5
月
初
日
開
（
必

に
公
同
緑
地
説
へ

軍
用
実
習
問
教
材

（熱
帯
花
木
）
を

差
し
ト
げ
ま
す
。

⑨
〒
山
文
京
区
春
日
1

M

l

n

文
京
区
役
所
公
園
緑
地
課
緑
化
係

向
幽
2
8
4
3
1
4

菊
人
形
の
頭

3
先
日
、
子
駄
木
一一一

γ日
の
洩
押

望
ん
を
d
ね
ま
し
た
。
鈎
人
形
の

頗
今
所
蔵
し
て
い
る
と
お
聞
き
し

た
か
・
勺
で
す
。

5
－
aH
個
の
頭
を
見
せ
ら
れ
て
、

び
く
っ
と
し
ま
し
た
。
円
が
光
り

盟
か
な
表
情
は
、
ま
る
で
生
き
て

い
る
感
じ
で
す
。

桐
の
木
彫
り
だ
と
い
い
ま
す
。

枝
川
怠
ん
の
祖
先
は
、
綜
米
の

ζ

る
、
『
欄
梅
」
と
い
う
柏
木
凶
そ

団
f
慌
に
開
A

吾
、
前
田
家
の
植
木

川。。

映
画
張
芸
謀
（
監
督
）

マ
日

時

5
月
間
日
間
午
後
2
時

マ

解
説
刈
問
文
俊
氏
（
現
代
中
国

文
学
者
）

マ
定
民
間
人
（
先

着
順
）
サ
ロ
ン・

コ
ン
ザ
l
ト

ト
リ
オ

の
楽
し
み
ウ
出
演
グ
ロ
ー
ブ

ト
リ
庁
マ
曲
目
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
ポ
ル
カ
そ
の
他

マ
司
会
お
よ

び
解
説

一清
水
泰
郎
氏
マ

U
時

5
月
目
白
幽
午
後
6
時
会
場
・

6

時
却
分
間
演

マ
定
員

河

人

⑨
君
臨

1
6
2
1

休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
特
別
艶

理
の
た
め
、

5
月
内

H
側
1

6
月

2
日
側
ま
で
休
館
し
ま
す
。

－
J

管
制
2
0
7
0

⑦ 

間
を
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

。
文
献
を
飼
べ
る
と

『明
治
8
年

（1
8
7
8匂
）
間
千
坂
の
数
軒

の
植
木
屋
が
木
戸
銭
を
と
コ
て
鈎

人
形
を
見
せ
に
．
き
わ
っ
た
」
と
あ

り
ま
す
”
却
軒
む
の
国
柄
本
屋
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
範
向
を
こ
ら
し
て
菊
人
形
を

展
示
し
、
狭
い
団
子
回
棋
は
見
物
官
庁

が
殺
到
し
て
、
明
治
収
束
の
名
物

と
わ
当
勺
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

0
1則
人
形
は
、
副
が
命
で
す
。
ふ

つ
う
は
歌
織
伎
の
人
気
位
名
が
モ

デ
ル
で
、
竹
の
器
開
と
変
わ
ら
で
形

を
作
り
、
そ
こ
に
水
ご
げ
を
使
っ

て
慎
付
き
の
小
菊
を
植
え
ま
し
た
。

頭
は
、
す
ぐ
れ
た
人
形
作
家
に

よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

一つ一

つ
の
蹟
の
世
情
に
、
そ
れ
が
う
な

ず
け
ま
す
＠

洩
外
さ
ん
所
磁
の
俗
人
形
の
顕

は
、
ふ
る
さ
と
挺
史
館
仏
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

－
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
君
側
7

2
2
1
 

一一 一一



ーーー盛ヨi

夏は、自然の中で家族のコミュニケーションを深める絶好の機会

です。夏の思い出づくりに海や山への計画にパラエティに富んだ区

民保養施設などをご利用ください。

I>申込方法別表 I>専用はがきの配付場所区民謀 ・各出張所・

区民センター ・寿会館 ・スポーツセンター ・総合体育館・女性セン

ターにあります。

※はがきの抽選は、区政モニターの方にお・願いしています。

⑨区民課区民施設係研i]2306～7

伊東小涌置（伊東温泉） ごうら荘（強羅温泉）

グ

規機 3室定員15人（倍上）

交通 JR伊東線「伊東駅」から

送迎パス 5分（随時）

料金 大人 5,500円

小人 4,500円

その他 プーJレあり

観山苑（湯本温泉）

． 

規犠 4室定員20人（借上） 規犠 18室定員71人（直営）

交通 小田急線「箱根湯本駅J から塔の沢 交通 小間急線「箱恨湯本駅」経由 置 l． 
…；＜A57}f斗2」3金[} 箱根登山鉄道「強躍駅」から徒歩5分

料金 大人 6,000円 料金 大人 4,700円

小人 5,000円 小人 3,300円

その他 プ＿，レあり 乙L ..!::> その他 タオ Jレ・歯プラシは持参

• 副，s閃M圃 ・・・ i圃

湯之谷やまびこ荘 S和銅鉱泉（秩父鉱泉郷）ホテル rシーパレスJ
（南房総小湊海岸）

立多
規機

3窒
定HIS人（借上）

交通

JR外房線

「安hJ小湊駅」

から徒歩3分

料金 大人 6,000円

小人 5,000円

その他 プールあり、海水浴場はすぐ前

鬼怒川プラザホテル
（鬼怒川温泉）

規繊

3宝

定員15人（借上）

交通

.!R式鬼怒川線
「鬼怒川温泉駅J

からパス10分

料金 大人 6,000円

． 
ー・／/fl/;o

<5<41弘ら~~小人 5,000円

その他 プーJレあり

レオタ置設器浴温ン

円

円

ド

E

m
脚

け

桝

i

；

q
h
q
h

湯

シ

別

補

ス

組

イ

ク

し

ラ

出

「

一

パ

閲

出

タ

人

人

か

プ

印

綿

ら

は

小

ら

大

小

わ

歯

人

併

か

た

ス

か

分

横

川刊

通

新

J

ま

パ

一

5
金

他

室

員

越

駅

分

速

タ

一

の

規

9
定

交

上

佐

お

尚

ン

シ

料

そ

規犠 3笠定員15人（借上）

交通 西武池袋線西武秩父経由

扶父線「熊谷駅」から徒l

料金 大人 6,000円

小人 5,000円 ．， 
その他 川避び CM 

申し込み方法 ※会結殴とも料金は大人 （12i像以上）小人（ 3簸～11・）です。

～～～～ 区..・s・・ 山村修・・2・・ 情少量匹レクリエ ションー・土.・

ーヂ

つ ら 在‘ー ホテル「シーパレスJ観 山 苑
湯之谷やまびこ在

’‘ 
2宣 名

伊 東 涌 冨 鬼怒川プラザホテル
和 銅 鉱 泉

文京区に住民鐙録のある万、およ
グループ内に小学生以上35疎までの
方宅E舎み、次の要件のいずれかを満

利用できる方 文京区に住民鐙録のある方 び区内に自由務している万と悶患の
だす方 ①文京区に住民重量録のある

家族
方＠区内在働省と問唐の家~

’‘・ 園 ・E帽・・ー
」ニ配4施政のうちいずれかオ施霞

期間ctl1 回・ 4泊~で 期間ctl1回・ 2泊まで
利用制限等 期間中T周・2泊まで

Tグループ2人以上旬人まで オグループ2人以上10人ぎで
1グループ2人以上10人まで

3際色・ Ii!t1 1!! （.わ殴sのびいこを・．少年レクリエーションl¥ 8・ca・f・－ －，草t!@ ずれかを遺んでくZささい．
ごうら涯・銀山苑・伊東小涌・－ ｜シパレスと鵡川プラザホアルの’‘殴の 選択let鎗還後の受け付け鯖にしてく遭奴方洛 初鋼鈍患の遺択let絢選後の受け符
11時にしてください。 ム~さい。

戸申 込斎而1 5月10日錨～6月10日伺 5月10自由～5月31日惜
石 遺鎗泉｜ 6月14日歯 6月3日開
」発送白

’＇$し込み let、1クJV-プで茶色はがき・緑色はガき'31叡ずつでマ。 「利用できる万Jの要件'11あえば両方＠し込ゐもできま
マ..復＠し込み司事は関連守る＠し込ゐを舎め、すべて織郊と主主りま11。
余鎗建l5果.!ffヨ順位・安旬日時let、応事者全員に通知し~1'"。

． 

． 



6面

集特査
虻主覧h定~..:j

昌必
量p康健人成

感毎
QI: 
堕．． 
害鹿
雲院
を健
望康
霊診
富査
を奮

申
し
込
み
は
6
月
7
日
働
ま
亡
に

をう⑦

専
用
受
付
電
話

合
（

5
6
8
9）
7
5
6
0
ヘ

区
で
は
、
成
人
健
康
膨
董
を
、
地
獄
医

師
会
に
聾
庇
し
、
区
内
の
医
聾
掛
闘
で
実

施
し
ま
す
．

こ
の
健
康
齢
査
は
、
高
血
圧
症
や
山
周

病
怠
ど
の
循
環
器
疾
患
を
早
期
に
発
見
し、

生
活
指
導
や
適
切
怠
治
憲
ガ
受
け
ら
れ
る

よ
う
実
施
す
る
も
の
で
す
．

特
に
自
営
集
の
方
や
主
婦
の
皆
さ
ん
で
、

健
贋
お
査
を
受
け
る
犠
会
の
少
な
い
方
に、

受
欝
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対

象

U
歳
1ω
歳
ま
で
の
区
内
在
住
の

方
｛
本
年
中
に
、
持

・
印
・
日
・

ω蔵
に
な
る
方
は
、
節
目
健
診
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
）

者

実

施

5
月
日
臼
側

1
6月
日
目
的容

期

間

機

査

内

必
須
検
査

問
診

・
身
体
計
澗
・

血
圧

・
尿
検
査

・
肝
機
能
検
査

・

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査

選
択
横
査

（
必
要
な
方
の
み
）

H

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査

・
腎

機
能
検
査

・
痛
風
検
査

・
心
電
図

・
眼
底
検
査

・
貧
血
検
査

・
血
糖

検
査
・
胸
部
X
線
間
接
撮
影

費

無

成
人
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
保
健
衛
生
部
保

健
説
保
健
係
岡
幽
2
6
2
2
へ

用

料

そ
の
他
の
as・
健
彰

刊
成
以
上
の
方
を
対
象
に
、
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
健
康
診
査
を

行
い
ま
す
。

マ
検
査
内
容
成
人
健
康
診
査
と

同
じ
マ
費
用
い
ず
れ
も
無
料

節
目
健
惨

マ
対
象
刊

・
品
・
印
・
日
・

ω

歳
の
方
マ
通
知
誕
生
日
前
後

に
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
受
診
方
法
小
石
川
保
健
所
・

本
郷
保
健
所
で

高
齢
者
健
診

マ
対
象
印
歳
以
上
の
方

マ
受

診
方
法

9
月
初
旬
1
m月
中
旬

に
個
別
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
指
定
医
療
機
関
で

⑨
保
健
衛
生
部
保
健
課
保
健
係

． 

E’町7別にε・Eしまし疋．

s入外事現医院

α82'1>4扇

(31123淑踊

｛担1）辺白

（お~)31;即

（法問）お5.3

（制）3767

（却46泥刀6

<3821)2蜘

<3821淑制

（お~減却

｛漉4湖8'l

（蕊!'21)4舗
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診
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4・みどりの図書室

大塚公国集会所の改築工'JIに合わせ
て、昨年6月から進めてきた「大塚公

開みどりの図書室」が完成、 10日開所

式が行われました。

この図書室は、本を屋外に持ち出し、

目だまりや木陰で読書の一時が楽しめ

る開般的な施設です。 小
石
川
保
健
所
官
側
5
6
5
6

本

郷

保

健

所
告
側
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4
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保
健
衛
生
部
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側
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A1414
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日
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診
希

望
日
の
M
円
前
ま
で
に
小
石
川
保

健
所
へ

国
唱
次
の
力
は
受
診
で
主
ま
せ
ん
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現
在
治
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の
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②
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手
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を
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た
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、
精
密
検

査
で
所
見
の
あ
っ
た
方
＠
1
年

以
内
に
受
診
し
た
方
＠
妊
娠
中
、

妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方

⑥
〒
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1
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刊
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マ
検
診
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所
東
京
都
が
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検
診
セ
ン
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画 面面図
4文京ふるさと歴史館
区民待望の郷土資料館が「文京ふる

さと歴史館」として完成、 9日落成式
が行われました。

小学生からお年寄りの方まで楽しめ

る歴史館として、連日、来館者でにぎ

わっています。
（千
代
町
区
）

マ

用

無
料

た
だ
し
、
精
密
検
査
は
医
痕
扱
い

と
な
り
ま
す
の
で
、
一
部
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。
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・
旬
活
岳
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初
診
か
再
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明
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う
え
検
診
希
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日
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目
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ま
で

に
み
郷
保
健
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必
お
、
定
員
に
達
し
た
場
合
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他
の
検
診
日
を
ご
案
内
し
ま
す
。

鞭
次
の
方
は
受
診
で
さ
ま
ゼ
ん
E

①
検
診
当
日
生
理
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間
中
の
方

②
現
在
医
療
機
関
で
受
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中
ま
た

は
経
過
観
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中
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方

＠
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受
診
し
た
万

⑨
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が
ん
一
唱す

g
d叫ん

‘ 
電
品
で
保
飽
諌
へ

V
受
診
方
法

申
込
者
に
は
、
受
診
票
と
指
定
歯

科
医
療
機
関
名
簿
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
選
ん
だ
掛
科
伝
と
迎
絡
を

と
り
、
訪
問
同
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。
マ
受
診
期
間

5
月
日
日

ω
1
7月
抗
日
制

V
費

用

無

料
た
だ
し
、
治
療
の
場
合
は
、

医
痕
敏
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

種
健
成
保
時
間
等
が
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

＠
保
健
衛
生
部
保
健
課
保
健
係

閣
咽
2
6
2
1
1
2

呼
吸
器
の
機
能
訓
練
教
室

30・以上の女往

ん

大
－
ガ
ι町

~・以主
a下Eの万を骨量〈

1J ’‘ 

本
直
人
氏

（緑
成
会
病
院
理
学

法

土

）

マ

費

用

無

料

マ

申

込
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

⑥
保
健
衛
生
部
管
理
課
公
害
福
祉

担
当
同
咽
2
6
1
6

精
神
保
健
相
談

眠
れ
な
い

・
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
・
つ
ま
ら
な
い
こ
と
が
試
に
な

っ
て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
・
学

校
に
行
り
な
い
・
高
齢
の
た
め
物

忘
れ
や
、
困
っ
た
行
動
で
ト
ラ
プ

ル
が
絶
え
な
い
な
ど
で
お
困
り
の

方
、
一
度
保
健
所
に
ご
相
議
く
だ

さ
い
の
医
師
に
よ
る
相
談
は
予
約

制
で
す
。

⑨
各
保
健
所
予
防
課

ぜ
ん
息
児
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

太
平
洋
を
一
望
す
る
波
打
ち
際
、

汗
い
空
の
も
と
で
健
康
回
復
を
図

る
た
め
に
サ
マ

1
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
す
。
期
間
中
は
、
正
し
い
呼

吸
法
の
練
習
、
水
泳
な
と
の
訓
練

を
行
う
と
と
も
に
、
規
律
正
し
く

生
活
し
ま
す
。
々
お
、
ギ
ャ
ン
プ

に
は
医
師

・
保
健
婦
か
向
行
し
、

健
慶
管
理
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

V
期
間

7
月

n日
開
：
初
日
働

｛

4
泊

5
H｝

V
場

所

静

岡

県
榛
原
郡
御
前
崎
町
国
民
宿
舎

1

お
ま
え
ざ
さ
蕊
」
マ
対

象

小

学
2
隼・
1
中
学
3
年
ま
で
の
ぜ
ん

怠

児

マ

定

員

削

人

マ

費

用

無
料

マ
交
通
貸
切
り
パ
ス

マ
申
込

5
月
M
日
制
ま
で
に
保

健
衛
生
部
管
理
課
に
あ
る
申
込
用

紙
で

マ
参
加
者
の
決
定
主
治

医
の
意
見
書
と
専
門
医
の
審
査
を

行
い
、

7
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

⑨
保
健
衛
生
部
管
理
課
公
害
福
祉

担
当
嗣
幽
2
6
1
6

ふ
れ
あ
い
入
浴
デ

1

3
区
内
会
浴
場
＆
無
料
開
滋

i

マ
日
時

5
月
初
日
制
午
後
4
時

s
u時
マ
対
象
小
学
生
以
ド
必

よ
ぴ
伍
歳
以
上
の
方
（
寿
会
館
利

用
証
な
ど
年
齢
が
証
明
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

． 
国
黒
協
力
文
京
区
公
衆
浴
場
組
合

⑩
保
健
衛
生
部
管
理
課
庶
務
係

向
恒

2
6
1
1

チ
ャ
ド
ク
ガ

ご
注
意
を

（
毒
毛
虫
）

に

準
モ
虫
は
、
幼
虫
か
ら
ガ
に
な

る
ま
で
に
、
毛
・
リ
ン
掛
に
毒
を

持
ち
、
こ
れ
に
触
れ
る
と
か
ゆ
み

を
と
も
な
う
皮
ふ
炎
を
お
こ
し
た

り
、
か
ぶ
れ
た
り
し
ま
す
。

マ
発
生
場
所
茶
の
木
・
ツ
バ

キ
・
サ
ザ
ン
カ
の
藁
の
直
マ
先

生
時
期

5
I
7月
・
8
1
m月

の
2
回
マ
駆
除
方
法
薬
の
卵

は
切
り
取
り
、
岐
や
葉
に
群
が
る

幼
虫
は
、
そ
の
部
分
を
焼
い
て
し

ま
う
か
、
設
虫
剤
ス
ミ
チ
オ
ン
な

ど
の
乳
剤
を
簿
め
て
散
布
す
る
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。

世
間
注
意
も
や
リ
ン
胎
が
皮
膚
に

触
れ
た
時
は
こ
す
ら
な
い
よ
う
に

水
で
洗
う
と
症
状
が
軽
く
す
み
ま

す。⑩
保
値
衛
生
部
保
健
課
同
州
一2
6

司

L
P
O

－E励
金

A
3舟
A
Z

－－－

v
u
u凶
円

支

取
M
n崎
町

民

J
Z
二
予，
q

a餓
凶
窓
会

’
t
v
q
M川
友
安
・
鵬
研
究

会

V
幼

万

円

側
d
a
V
7

’6－ha

fim円
宜

．尚早

upm

・－nの
会

’
5
千

円

駆

名

’
t
一hG
F凶
内
由
明
晶
い

割
合
。を
附
け
る
史
、
H
F
艇
の
会

守
3
万
円

衣
川

ru園
入
会

’
Z
千
品
開
門
火
思

1

1
M

鈴
木
厚
子

V
I
万
S
千

円

福

子

術

小
村
係
f

v
ー
が
内
本
・
5

l
A
．
W
野
利
子

’

s千
円

小
．h
川

t
I
m
e
m
－－
－V5
Uリ門

H
A

h

桃
子
大
？
舗
野
文

r地
内
志
＝
同

一’
刈

．h
何

回輔副軍
事

F
1
ム

マ
5
千
回
咽
門

e
B
n
H宵
F
4ヲ
プ

’
7
千
則
円
高
H
E

eιa
’7f
p町
内

U
の
礼
ク
ラ
ブ

守

1
午
盟
問

晶司幽開
会

マ
崎
千

G
門

車
問
島
県
島
会

－v
Z
干
川
円
お
量
刑
会

v
l
f河
内
太
蝶
？
－
y
プ

・・

2
干
M

n
u自
白
F
予
ブ

’
6
7円
飯

町

7
2
f

’4
F一
抽
門
小
N
H
F
9ゾ

’1
f必
内

h
h
u
づ
割
引
吋
牽
A
b
－

－EH
a
 

’Uむ
同
明
畠
電
・

f
t
v
ト

ω人
A
H

M
開

a骨
件
H

’sむ
つ
澗
働
問
小
A
W刷
町

bz

，Hhりつ

却

皆

同

小

Awm．－
山門会

’
JV
グ
ジ
l
ぺ

f
J
a早
川
荷

側
や
の
ま
ん

’
av－
e匂
園
町
測

量日

ぞ
う
3
ん
知
校
内
丘
・
6
1
H
H

品
m

図
守
か

マ
宙
切
手

h
d

つ
む
の
品
S

F骨
骨
一

僧
正
代
・

mu白
町
小
岬
J
M
？
焼
事
小
守

陣
円
・
依
凶
作
か

情
”
よ
り
の
心
あ
た
た
か
ロ
ご
寄
付
に

a
E岨
聞
い
た
L
7
7

・



次

次

一双

帽

拭

勾

・

司

，

』

。

，

円
ζ

歯

周

歯

周

・

田

園

周

B

8

8

8

 

剛

1
財

閥

1
剛

R

d

a

v

自

u

n
目

目

白
前

開

E

U

E

u

 

t
r
m
u
闘

争

抑

制

2
隻

ヲ

品
開

2
笠

毎

月

白

よ

ι
月

B
ぬ

必
H
4
g

－
T

』

園

間

組

叫

4
p
園
町

脈

問

削

悶

杭
一
肌
印
刷
る

閉
め

で
必
萄
一
旬
必

で
マ

・0
・圃
同
M
V

8

・
回目

E

’

岨
a

・・
閉

店

噌

．
 

8面

~ 
がいと

法
律
・
観
務
・
不
動
産
・

土
地
買
い
占
め
問
題
な
ど

無
料
出
張
栂
厳

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
弁

護
士
、
説
理
士
、
宅
地
建
物
股
引

主
任
が
棺
読
を
受
げ
ま
す
。

マ
日
時

6
月
l
円

ω午
後
1
時

1
4
時

（
受
け
付
り
は
3
時
加
分

ま
で
）
マ
場
所
目
白
台
会
館

（
目
白
台
3
’
問
。
7
目
白
ム
白
紙
合

セ
ン
タ
ー
内
〉
マ
定
員

法

律

M

集

7月78
a 

8月218
9 』 278

平成3年5月IO日

マ
対
象
次
の
聾
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
①
小
学
生
以
ド
の
児
島
市
一

が
い
る
ほ
れ
内
在
位
の
母

T
－
父
チ

家
庭
な

y
で
、
視
ま
た
は
子
ど
も

が
一
時
的
に
病
気
に
な
り
、
曲
家
事

な
ど
が
で
き
な
い
②
親
以
外
に

日
雌
以
よ
の
人
が
い
な
い
（
重
度

B
常
の
生
活
で
よ
く
使
用
す
る

心
身
障
害
者

・
級

た

き

り

老

人

の

計

量

器

も

正

確

で

な

け

れ

ば

意

味

喝

合

は

司

）

③

ほ

か

に

京

事

を

が

あ

り

ま

せ

ん

。

ニ

の

機

会

に

チ

ず

る

人

が

得

ら

れ

な

い

＠

所

得

エ

ツ

ク

し

ま

し

ょ

う

。

簡

鼠

な

放

が

児

童

扶

養

手

当

の

所

得

制

限

額

障

は

修

理

し

ま

す

。

未

満

マ

内

容

食

事

の

世

話

、

マ

白

時

5
月
祁
日

ω午
前
叩
時

買
物
、
掃
除
、
育
児
、
そ
の
他

H

1

午
後
3
時
泊
分

V
場

所

民

保

険

診

療

の

自

己

負

担

金

が

無

常

的

な

こ
と
マ
派
週
間
数

・

時

民

セ

ン
タ
ー
3
C会
議
室

マ
対

料

に

な

る

医

療

証

を

交

付

し

ま

す

。

間

年

四

日

を

限

度

と

し

、

利

用

品

計

量

調

体

温

i
刷
、
警
暖
ー
ベ

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

w次
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
は
続
け
て
3
日
以
内
。
午
前
7
時

血

圧

計

、

ヘ

ル

ス

メ

ー

タ

ー

、

キ

小

ゐ

川

・
本
郷
の
消
防
署
お
よ

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
①
生
活
保
護
を
受
げ
て
い
る
②

4
3
午
後
7
時
ま
で
の
8
時

閉

ま

た

ッ

チ

ン

ス

ケ

ー

ル

、

ベ

ピ

1
ス
ケ
び
各
消
防
団
と
合
同
で
、
水
防
訓

マ
対
象
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て

は

4
時
間
マ
派
遣
方
法
あ
ら

l
ル
な
ど

練
を
行
い
ま
す
。

に
あ
る
児
童
（
凶
離
に
作
ゆ
っ
た
年
い
る
＠
里
親
に
受
託
さ
れ
て
い
か
じ
め
区
に
登
録
申
請
し
、
家
事

⑩
鮭
済
課
消
費
経
済
係
肉
川
町
一2
3

見
学
に
お
い
で
〈
だ
さ
い
。

度
の
3
月
別
日
ま
で
。
中
度
以
上
る
＠
心
身
障
書
者
の
医
叡
助
成
偲
助
券
金
受
り
取
る
。
京
事
置
助

3
3
1
1

マ
日
時

5
月
日
臼
附
午
前
9
時

マ
職
租
・
受
験
資
絡
な
と
別
表
配
布
し

ま

す

。

マ

勤

務

自

動

以

月

口

日

マ

服

用

申

込

随

時

。

層

歴

曹

を

た

記

へ

－fr

⑩
人
塚
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

⑨
職
員
課
同
州
一2
2
2
1
・
特

別

期

間

4
年・
3
月
ま
で
マ
報
酬
持
参
。

t
c
J

ン
タ
l
E
側
6
6
6
9

の
採
用
試
験
公
告
を
ご
覧
く
だ
さ
区
人
事
委
員
会
試
験
課
（
千
代
用
基
本
報
酬
に
能
率
報
酬
を
合
算

⑧
教
育

委

員

会

庶

務

課

教

職

員

係

〈

后

判

叫

固

定

資

産

税

（

土

地

）

の

い
。
採
用
試
験
公
告

・
申
込
書
は
、
区
九
段
北
1
1
1
1
4東
京
区
政
（
月
額
日
万
円
程
度
）
マ
応
募
肉
阿

3

1

1

5

H

ap－H

「
4

路
線
価
を
公
開

公
告
発
表
日
以
降
各
区
役
所
人
事
会
館
内
｝

告
側
0
6
7
1
両
堕
5

方
法
電
話
連
絡
の
う
え
、

5
月

戸

担
当
網開
お
よ
び
東
京
区
政
会
館
で

3
7
・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮

淵
H
闘
志
で
に
、
＆
記
へ
履
歴

m

qv

間
2
2
2
1

を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
後
日
面
接

回
会
通
知
）

⑨一
T
m
文
京
区
春
日

1
l
m
l
n

文
京
区
役
所
国
民
健
康
保
険
課
滞

納
整
理
担
当
耐
阿
2
4
3
2
1
4

人、
税・
不
動
産
各
7
人
（
先
着
順
）

広
報
課
同
州
2
1
1
3
1
4

緊
急
一
時
保
育
所
の
利
用
を

保
護
者
・
家
族
が
病
気
、
出
産

な
ど
で
一
時
的
に
も
子
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
と
き
に
利
用
で
き

ま
す
。

マ
所
在
地
①
渇
島
緊
急
二
時
保

育
所
』
本
郷
3
l
m

凶
渇
品
総

合
セ
ン
タ
ー
内
＠
目
白
台
緊
急

一
時
保
育
所
’
目
白
台
3
1
M
1

7
目
白
台
総
合
セ
ン
タ
ー
内
マ

利
用
期
間
甑
則
と
し
て
1
か
月

以
内

V
詳
細

・
申
込

K
R
へ

児
童
諜
保
育
係
同
制
2
4
1
3

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

医
療
費
を
助
成

10月6自
由

11月21日
～27臼
101弓6包
回
11閉包
～278 

11月38

日

12月38
～ 6巴
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S夜随筆4月28～
僻 4剛 e!t1rnI I a月aelJK慣
で、’俸調・S寄手・IS月881 ! 
を脅し、 東関3区内｜ 19即日 IM2双
在住

の
障
害
の
あ
る
方
は
初
蔵
未
満
）

と
、
そ
の
児
童
を
華
宵
し
て
い
る

方

ω父
母
が
勝
婚

②
文
ま
た

は
母
が
死
亡
③
父
ま
た
は
母
に

I
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
＠

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑤
母
が

断
姻
に
よ
ら
ず
出
産
し
、
父
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
な
い
⑥
文
ま
た

は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
⑦

父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
マ
所

得
制
限
額
別
表

所得制限額褒

（平成元年分所得）

・医.’E鐙鯵主主どのあるとき館、そ
の盆績を所得力ら鐙骨量11る．

0・を
4福受
i祉け
5謀る

~ ~· 
援が
護で
係き
肉る
！”l 

5 

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

家
政
婦
を
派
遣

小

・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト

マ
資

絡

悶

歳

1
印
歳
ま
で
の
方

マ
職
種
・
勤
務
条
件
別
表

マ

． 

． ‘•Hを筒a
と~る.周・警

<• B) 

． 保． 

制脚内

文
京
区
職
員
（
一
一
般
用
務
）

マ
採
用
人
数

若

干
名
マ
採
用

予
定
日

7
月
1
日
マ
応
係
資

格

7
月
1
日
現
在
柑
蔵
米
織
の

方

マ

選

考

M

6
月
7
日
幽

・

ロ
H
附

マ

申

込

5
月
白
日
憎

ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
を
職
員

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
必
苫
）

⑨
〒
山
文
京
区
寄
日
1
1
M
l
n

文
京
区
役
所
職
員
牒
人
廓
係
岡
剛

司4
内L
内4
唱

i
，、，内
L

国
民
健
康
保
険
料
徴
組
‘
託
員

マ
資
格
区
内
ま
た
は
そ
の
周
辺

に
居
住
す
る
お
践

1
引
哉
の
男
女

（
身
元
保
証
人
2
名
を
た
て
ら
れ

る

こ

と

）

マ

外

人

員

1
人

5.22胴午問9跨～午後3時
..理｜
• 11711 ~IJ.i8鋳～午後4筒 I 6.5筑間

学．”．
2午’07筒45分～

I 5.32胴
午後4府10分

一般用昆

． 

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
家
政
婦

紹
介
所
へ
直
接
連
絡
し
、
派
遣
そ

受
け
る
。

破
一
躍
婚
伝
ど
で
母
子

・
父
子
家
庭

に
な
っ
た
直
後
は
、
派
遣
回
数
な

ど
に
特
例
が
あ
り
ま
す
。

－
）
福
祉
課
福
祉
壁
革
係
丙
咽
2
5

ova－
t
，P3
 

ひ
と
り
親
家
庭
休
聾
ホ

1
ム

区
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
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保
健
鋤
・
正
看
護
婦

ア
ル
バ
イ
ト

マ
資
格

K
M
旗
以
下
で
資
格
を
省

す
る
方
マ
勤
務
回
数
月
初
日

以
内
マ
勤
務
時
間
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
賃
金
日
額
9

千
側
門
マ
申
込
世
話
連
絡
の

コ
え
、
M

履
歴
由
を
左
記
へ

⑨
小
石
川
保
健
所
予
防
課
業
務
係

官
側
5
6
5
6

東
京
都
勤
労
青
年

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
団
員

•IJRB•~月208以内

マ
資
格
却
歳
以
上
却
成
以
下
で
、

区
内
同
一
中
小
企
業
に
2
年
以
上

勤
務
し
、
事
業
主
の
推
薦
を
得
ら

れ
る
方
マ
期
間
同
月
日
日
働

1
幻
自
附
マ
訪
問
先
中
指
人

民
共
和
国
｛
北
・
原
市
・
天
拍
州
市
）

マ
参
加

5
万
円
マ
罫
集
人

親
子

（
子
は
却
歳
未
満
）
が
、
年

間
3
泊
ま
で
利
用
で
き
忘
す
。

マ

地

設

別

炎

マ

利

用

料

無

料
｛
入
湯
税
な
ど
は
自
己
負
担
）

マ
利
用
方
法
施
設
へ
直
接
予
約

し
た
後
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
判
断

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
役
ど
）

を
保
護
課
へ
持
芸
し
、
利
用
券
を

受
け
取
る

一⑩
保
謹
謀
相
談
係
附
喧
2
5
2
4

家
庭
用
計
量
器
の
無
料
検
査

5
月
初
日

員

3
人

マ

申

込

附
ま
で
に
左
記
へ

⑨
経
済
課
商
工
援
興
係
内
側
－2
3

内

a
n
L

官
公
庁
だ
よ
り

家
族
介
護
教
室

十

v
対
象
ど
な
た
で
も
マ
日
時

5
月
お
日

ω午
後
2
時
1

4
時
刻

分
マ
場
所
大
原
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
1
階
会
議
室

マ
同
容
家
庭
に
お
け
る
介
護
の

釜
本
と
リ
ハ
ビ
リ
ア

1
シ
ヨ
ン

マ
実
技
指
導
セ
ン
タ
ー
訓
練

士

・
清
寵
婦
な
ど

マ

申

込

当

日
会
場
で

． 

家
屋
匝
明
串
捕
手
数
料

な
ど
を
改
定

5
月
1
日
か
ら
、

り
改
定
し
ま
し
た
。

別
表
の
と
お

，．同伺〉

7.ぽ泡

710.側

変Kl

70.lm 

5.200 

35，鵬

使j()

’tim•の撃しの受付事竃，z

・a宅勉遺成皐定$11手・網
．，住宅鱗，－尊場手・軍司

良質住宅厳..定＠綱手銀料

鐙宅用窓ali!Jjlf・~’R胸

舟上E以外の手銀事現も尽定しまし・l!.o

嶋実行為僻司－手慣軍司

世
間
詳
細
に

つ
い
て
は
在
記
へ

⑨
ま
ち
づ
〈
り
推
進
部
計
画
調
整

担
当
課
同
咽

2
7
1
2
・
建
築
課

同
開
2
9
2
1

合
同
水
防
訓
練

都
は
、
策
以
幻
区
内
の
代
炎
的

な
爆
継
宅
地
1
下
掛
地
点
の
固
定

資
産
説
の
路
線
価
を
、

5
月
1
日

捌
か
ら
公
開
し
ま
す
。

マ
公
開
場
所
お
区
内
の
都
税
事

務
所

マ
手
数

料

無

料

⑩
文
京
都
説
噂
務
所
包
附
3
2
4

平
成
4
年
3
月
新
規
掌
校
卒
難
者

家
人
畳
理
脱
明
会

マ
対
象
院
内
事
業
所

V
期
日

5
M初
日
制

V
時
間
①
午
前

の
部

t午
前
9
時
加
分
か
ら
②

午
後
の
部
E
午
後
1
時
加
分
か
ら

マ
会
場
区
民
セ
ン
タ
ー
3
A
会

議
窒
⑨
ハ
ロ
！
ワ
ー
ク
飯
田
柄
公
共
鴨

議
定
’議

官
側
6
1
1
1

2

y
i
d，
 

ー
正
午
マ
喝
所

教
育
の
議
公

園
マ
内
容
各
種
水
防
工
法
、

救
助
活
動
の
実
演
会
と

⑨
土
木
部
管
埋
諜
庶
務
係
両
側
2

Aa－－
n
L
 

献
血
じ
協
力
を

マ
日
時

5
月
剖
臼
樹
午
前
問
時

1
午
後
3
時

加

分

マ

場

所

渇

島
神
社
梅
香
殿
駐
車
場

※
日
赤
奉
仕
団
揚
品
分
間
奉
仕

⑨
文
京
区
赤
十
字
婦
人
事
仕
団
事

務
局
（
区
民
課
）
何
回
四

2
3
0
4

育
園
来
特
鳳
品
目
宙
開
3
木
曜
日

5
月
凶
臼
附
縁
色
の
の
ぼ
り
の

あ
る
八
百
屈
で
、
店
が
選
ん
だ
2

1
3品
を
特
売
し
ま
す
。

豚
肉
怠
直
デ
l

鱒
3
土
曜
日

5
月
川
口

ω
aH色
い
の
ぼ
り
の

あ
る
肉
佳
で
、
茨
域
爆
の
銘
柄
豚

ロ
ー
ズ
ポ
1
ク
の
ロ
1
ス
、
肩
ロ

ー
ス
、
モ
モ
を
産
地
直
結
販
売
し

ま
す
。
－
鳳
安
売
り
デ
l

－m3火
曜
日

5
月
幻
白
川
w
i亦
い
の
ぽ
り
の
あ

る
魚
屋
で
、
し
ゅ
ん
の
魚
会
2
割

引
程
度
で
安
売
り
し
ま
す
。

国
罵
品
白

・
価
格
は
当
U
店
頭
に
掲

示
し
ま
す
。
買
い
物
は
地
元
の
商

店
今
ご
利
用
く
だ
δ
ぃ。

昌司
続
帯
珊
岬
流
岨
岨
対
策
担
当
一例
附
2

。J
q』

un

象
宵
の
森
公
園
周
辺
飽
区

不
燃
化
促
進
事
業
の
相
踏
会

動

n
n門
の
み
公
開
周
辺
地
阪
で
耐

火
鋪
司
祭
物
を
檀
て
る
副
司
A

円
、
想
緩

慢
の
4

部
を
助
成
L
ま
す
。

』
の
旭
町
民
で
山町
て
曾
え
を
予
定

し
て
い
る
お
H

は
、
回
申
前
に
相
談
し

て
〈
だ
き
い
の

円

v
日
時

5
Rげ
同
樹
午
後
6
降

初
分
i
R崎
潤

分

マ

場

所

ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階
会
鴎
笠

住
環
出
唱
曲取
幽
閉
郎
両
附
2
7
5
5

． 






























































































































































































